
 

事業事前評価表 
 

１．対象事業名 
チュニジア共和国 北部地域導水事業 
（貸付契約調印日：2004年 3月 31日、承諾金額：8,026百万円、 
借入人：チュニジア共和国政府） 

 
２．本行が支援することの必要性・妥当性 

国土の半分が乾燥気候条件下にあるチュニジアでは、降雨量、年間利用可能表流

水量が同国北部地域の山間部に偏っているため、一定の降雨量があっても、大チュ

ニス圏等の都市部や農業地帯の水不足の解消に繋がらないことが多い。このため、

チュニジア政府は、1975年に北部水資源開発マスタープラン（以下「マスタープラ
ン」という。）を策定し、ダムの建設・導水管の敷設による飲料水・工業用水や灌

漑用水等の確保を内容とする北部地域全体の総合的な水資源開発を進めている。 

また、2002年 7月に策定された「第 10次 5ヵ年社会経済開発計画（2002-2006年）」
においても、チュニジア政府は水資源政策に関し、水資源開発、水資源有効活用、

地方部への飲料水普及等を重点事項として掲げている。 

現在、チュニジアにおける水資源開発は開発可能量の 80％まで進み、北部地域に
おける水資源量は需要地の総需要を上回っているが、導水管の容量不足のため、開

発した水資源を需要地である大チュニス圏、キャップ・ボン、サヘル地区（スース、

マディーア及びモナスティール一帯）、及び大スファックス圏に十分移送・供給で

きない状態にある。本事業は、チュニジアが目指す社会経済発展に必要な水資源開

発・管理に貢献するものであり、本事業への支援はチュニジアに対する本行の海外

経済協力業務実施方針（2002－2004年度）に掲げられている重点分野に合致するも
のである。 

（参考）借入国の経済成長率推移1 

年 1998 1999 2000 2001 2002 

実質 GDP成長率（％） 4.8 6.1 4.7 4.9 *1.7 

*2002年は予測値。 

  
３．事業の目的等 
本事業は、マスタープランに沿った水資源開発の一環として、チュニスより北に

位置する 3区間（シディ・エル・バラック－セジュナンヌ間、セジュナンヌ－ジュ

                                                  
1 出所：2003年 IMF4条協議ペーパー（1998年の値については 2002年同ペーパーから 
引用） 



 

ミンヌ間、ジュミンヌ－メジェルダ間）の導水管敷設及びポンプ施設の拡張を行い、

大チュニス圏及び周辺地域（キャップ・ボン、サヘル、大スファックス圏等）への

良質な上水・灌漑用水の供給の増強をはかり、もって同地域の人口増加と農業生産

拡大に対応するものである。 
 
４．事業の内容 
(1) 対象地域名 
シディ・エル・バラック－セジュナンヌ、セジュナンヌ－ジュミンヌ、ジュミ

ンヌ－メジェルダ 
(2) 事業概要 
① パイプ・機材調達、及び導水管敷設 
② コンサルティング・サービス（詳細設計レビュー、入札評価、施工監理に係

る技術支援） 
(3) 総事業費 

10,701百万円（うち、円借款対象額 8,026百万円） 
(4) スケジュール 

2004年 3月～2008年 12月予定 
(5) 実施体制 
農業・環境・水資源省ダム大規模水利総局 

(6) 環境及び社会面の配慮 
①カテゴリ分類 
本事業は、「環境社会配慮確認のための国際協力銀行ガイドライン」（2002 年 4
月制定）に掲げる影響を及ぼしやすい大規模なセクター、影響を及ぼしやすい

特性及び影響を受けやすい地域に該当せず、環境への望ましくない影響は重大

でないと判断されるため、カテゴリ Bに該当する。（なお、本事業は同ガイドラ
イン経過期間中の要請案件であり、本事業に適用される「円借款における環境

配慮のための JBICガイドライン」（1999年 10月制定）上は、B種に該当する。） 
②環境許認可 
チュニジアの環境アセスメント法に基づき、環境アセスメント報告書が作成さ

れており、2003 年 10 月にチュニジア国家環境保護庁（Agence Nationale de 
Protection de l’Environnement）の承認を受けている。 
③汚染対策 
本事業工事に伴う騒音等に関しては、影響は予見されない。 
④自然環境面 
本事業による生態系に対する影響は予見されない。 
⑤社会環境面 
本事業実施のための用地は既に取得しているため、住民移転は発生しない。 



 

⑥その他・モニタリング 
特に無し。 

(7) その他特記事項 
本事業で実施される導水管の経路の近接地域に存在するイシュケル湖（ユネスコ

世界遺産及びラムサール条約に登録）においては、現在水量の低下による塩分濃

度の上昇により、水鳥の餌として重要な水生植物が減少し、冬季の渡り鳥の種類、

数が減少する（1980年代以前の 20万羽から 1994年には 10分の 1に減少）など
の環境問題を抱えている。実施機関は、環境改善の一助として本事業で導水され

る水の一定量を同湖に放流することを計画しており、塩害の緩和に資することが

期待される。 
 
５．成果の目標 
(1) 評価指標（運用・効果指標） 

指標名 現状（2002年実績値） 目標（2010年予測値） 
【完成後 2年】 

メジェルダ川からの取

水量（m3/年）（注１） 
163百万 m3 200百万 m3 

S-S（注２） N.A. S-S 211百万 m3 
S-J 33百万 m3 S-J 244百万 m3 

三重管からの導水量

（m3/年） 
J-M 62百万 m3 J-M 290百万 m3 

土地利用率（％）（注３） 108％ 120％(2015年) 
キャップ・ボン運河塩

分濃度（g/l）（月最大） 
1.5g/l 1.0g/l 

上水塩分濃度（g/l） 
（月最大） 

1.3g/l 1.0g/l 

給水量（m3/年） 
（注４） 

195百万 m3(2001年) 256百万 m3 

給水人口（人）（注４） 4.4百万人 5.6百万人 
水道普及率（％）（注４） 100％ 100％ 
キャップ・ボン地域の

かんきつ類生産高 
（トン/年） 

240千トン 現状値の改善 

キャップ・ボン地域の

主要農作物単収(かんき
つ類)（トン/ha/年） 

15トン/ha(1995年) 17トン/ha 

注１：メジェルダ川からの取水量は、本事業による増加が見込まれるものではないが、同河

川からの取水と本事業による導水の両者により需要が満たされる計画となっている。従って、



 

需要地の水供給量や塩分濃度の要因を分析するための参考値として採用する。尚、目標値は、

下流の塩分濃度（上水・灌漑）を 1.0g/l 以下に保つための限度量との位置付けで設定してい

る。 

注２：S-S（シディ・エル・バラック－セジュナンヌ）、S-J（セジュナンヌ－ジュミンヌ）、J-M

（ジュミンヌ－メジェルダ） 

注３：のべ作付面積÷耕地面積 

注４：大チュニス圏、キャップ・ボン、サヘル地区（スース、マディーア及びモナスティー

ル一帯）、大スファックス圏における値。 
(2) 内部収益率 
経済的効果（EIRR）：11.4% 

・ 費用：建設費及び維持管理費（本事業、北部 6ダム及び上水施設） 

・ 便益：飲料水、工業用水、灌漑用水の供給増、塩分濃度減少による農作物の

収益増加 
・ プロジェクトライフ：50年 

 
６．外部要因リスク 
  特に無し。 
 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
過去の類似案件の事後評価では、借款対象外の末端配水網の整備が遅れた事例が

あったことから、借款対象外部分の案件監理の必要性を指摘している。 
この教訓を踏まえ、借款対象外で本事業の水源となる北部で建設中のダムにつ

き、計画より進捗が遅延しないよう実施機関の留意を促すとともに、進捗につき案

件監理の一環としてモニタリングを行う。 
 
８．今後の評価計画 
(1) 今後の評価に用いる指標 
① メジェルダ川からの取水量（m3/年） 
② 三重管からの導水量（m3/年） 
③ 土地利用率（％） 
④ キャップ・ボン運河塩分濃度（g/l） 
⑤ 上水塩分濃度（g/l） 
⑥ 給水量（m3/年） 
⑦ 給水人口（人） 
⑧水道普及率（％） 
⑨キャップ・ボン地域のかんきつ類生産高（トン/年） 
⑩キャップ・ボン地域の主要農作物単収（かんきつ類）（トン/ha/年） 



 

⑪内部収益率（EIRR）（％） 
 (2)今後の評価のタイミング 
事業終了後 

 


